
（別紙３）

～ 令和７年　２月　２7日

（対象者数） 13 （回答者数） 8

～ 令和７年　２月　２7日

（対象者数） 8 （回答者数） 8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
個々のスキルをより向上させるため
研修をする。

2
新しく出来る公共の施設や教材などに
アンテナを張り情報を共有する。

3
子供同士の関りがスムーズになるよう
職員が間に入り遊びを提供できるよう心掛ける。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 色んな研修を取り入れ個々のスキルをあげる。

2

3

○事業所名 こぱんはうすさくら善行教室

○保護者評価実施期間 令和７年　２月　１５日

○保護者評価有効回答数

令和７年　２月　１５日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和７年　2月　28日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

　
専門知識を持ったスタッフが少ない。

療育現場での経験が少なく
専門職の職員がいないこと。

　
社会経験豊富なスタッフが多いので
色んな視点から支援が出来る。

色んな視点から支援が出来るよう
意見交換やモニタリング・ミーティングを
行い情報共有をしている。

　
プログラムに特化していないので
色んな事が出来る。

色んな経験。体験を提案し検討している。

　
学校数・教室数が多い。

通っている学校の友達だけでなく色んな
学校の友達と交流が出来るよう集団遊びを
取り入れ遊んでいる

事業所における自己評価総括表公表


